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国立成育医療研究センター（所在地：東京都世田谷区大蔵、理事長：五十嵐隆）の「ナシ

ョナルセンター1職員における新型コロナウイルス感染症の実態と要因に関する多施設共同

観察研究」グループは、感染者の易感染性2や重症化要因を評価する目的で、新型コロナウ

イルス感染症患者受け入れ病院である国立成育医療研究センターのハイリスク医療従事者

361 人（男性 87 名、女性 274 名）を対象として 2021 年 3 月 1 日から 3 月 5 日3に調査を

行ったところ、ビタミンＤの欠乏が顕著にみられました4。ビタミンＤ欠乏は免疫力を低下

させる可能性があります。また、屋内生活での運動不足(骨刺激不足)により骨粗しょう症

への影響も懸念されます。この研究結果は医療従事者だけでなく、長期間の屋内生活をし

ている方は、適度な日光浴もしくはビタミンＤの補充（食事、サプリメント、薬剤）が重

要である可能性を示唆しました。 
【性別のビタミン D 欠乏レベル5】 

 
1 ナショナルセンター（国立高度専門医療研究センター）：高度先駆的医療の研究・開発・普及、医療従

事者の研修および、情報発信等を総合的・一体的に行うための中核的な機関。 国立がん研究センター、 
国立循環器病研究センター、国立精神・神経医療研究センター、国立国際医療研究センター、国立成育 
医療研究センター、国立長寿医療研究センターの 6 つがあります。  
2 易感染性：免疫機能の低下などによって抵抗力が弱まり、細菌やウイルスなどによる感染症に罹りやす

くなっている性質のこと。 
3 2021 年 1 月 8 日から 3 月 21 日まで首都圏 4 都県に緊急事態宣言が発令されていました。 
4 先行研究により、新型コロナウィルス感染症流行前から、日本人を含むアジア人の 70%にビタミンＤが

不足していることが指摘されていました。今回の研究では約 90%の研究参加者にビタミン D が欠乏して

いました。 
5 臨床検査（SRL）の基準値により、ビタミン D 不足・欠乏状態を判定しました。 

コロナ禍で医療従事者のビタミンＤ欠乏が顕著 
長期間の屋内生活が影響、免疫力低下と骨粗しょう症・骨折に注意が必要 
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【プレスリリースのポイント】 

u この調査で顕著に異常を認めたのはビタミンＤであり、性別、年齢を問わず多くの研究

参加者で不足しております。 
u 新型コロナウイルス感染防御対策や、医療従事による長期間の室内生活が紫外線吸収

の低下を招いたことが原因の一つとして考えられました。 
u ビタミンＤには多様な生理作用があり、細胞の分化・増殖や免疫機構、骨代謝と深くか

かわっています。 
u ビタミンＤ不足においては、感染防御能力の低下に加え、骨代謝の低下と運動不足(骨

刺激不足)による骨粗しょう症や、それに起因する骨折への注意が必要です。 

 
【背景・目的】 

新型コロナウイルス感染症の最大の特徴は、ウイルス側の感染性および病原性の変化に加

え、感染者（ホスト側）の年齢や基礎疾患などによる病状の多様性にあります。この点に着

目し、ホスト側の易感染性もしくは重症化要因を評価するために、感染防御能力低下、動脈

硬化、耐糖能異常、肝・腎機能障害、栄養低下、骨髄機能低下のスクリーニング調査を行い

ました。 
 
【今後の展望・発表者のコメント】 
活性化する前のビタミンＤ3は体内のコレステロールから皮膚で紫外線を受け合成されるか、

経口摂取（食事、サプリメント）により腸管で吸収され補充さます。さらに肝臓（25(OH)D

３）と腎臓（1.25(OH)2D3）を経由して活性型となり、生体内で作用します。活性化されるま

での経路においてビタミン Dを補充する方法はまちまちですが、日光（紫外線）曝露、経口

摂取とそれに加え薬剤（活性型ビタミンＤ3製剤）の補充により免疫能力の改善、骨粗しょ

う症の予防が期待されます。この情報は医療従事者を対象とした調査結果ですが、コロナ禍

で長期間の屋内生活をしている方は、適度の日光浴やビタミンＤの補充をし、ビタミンＤ不

足による、感染防御能力の低下、骨代謝の低下と運動不足による骨粗しょう症や、骨折への

注意が必要です。 
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